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鎌倉幕府成立の立役者 

比企氏
　2022年大河ドラマ「鎌倉殿の13人」  舞台は鎌倉時代
　NHKの発表によりますと「源頼朝にすべてを学び、武士の世を盤石にした男　二代執権・北条義
時が、いかにして武士の頂点に上り詰めたのかを描きます。脚本は三谷幸喜さんです」との番組の紹
介があります。この13人の中に、地元比企の「武蔵武士―比企氏」が登場します。ここ東松山市に
は、比企氏に関する多くの伝承が残っています。比企氏とは、どのような一族であったのでしょうか?

比企一族とは 頼朝を手厚く支援

　平安時代末期、比企遠
と う む ね

宗は、清和源氏頭領、源
義朝の家人でした。義朝は、久安 3 年（1147 年）
三男頼朝が生まれると、頼朝の乳母に比企遠宗の
妻を任命します。
　乳母とは、ただ乳をやりおむつを取り替えるだけ
ではなく、養君の学問や教養など全てにおいて責任
を持つ役目であり、家族全員で奉仕する擬制的親子関係かつ主従
関係となるものです。　
　平治元年（1159 年）頼朝 13 歳の時、平治の乱が起りました。
平清盛の平氏と源義朝の源氏との戦です。
　しかし、源氏は敗れ、父の義朝や二人の兄は戦死し、この戦が
初陣の頼朝も平氏に捕らえられ死罪になるところを平清盛の継母
池
い け の ぜ ん に

禅尼の助命により死は免れますが、伊豆の蛭ケ小島に流されて
しまいました。
　頼朝が伊豆に移ると、比企夫婦も頼朝の世話をするために、京
都から請所とされた武蔵国比企郡に移ります。
　そして夫遠宗亡き後、妻の乳母は比企の尼として、伊豆の頼朝
を物心両面で支援していきました。伊豆の伝承では、月に一度、
比企氏からの物資が届いたと云います。
　比企氏の支援は、20 年の永きに及びました。頼朝の流罪永暦
元年（1160 年）から治承 4 年（1180 年）に頼朝が旗揚げし、平
氏の目代山木館を襲撃するまで支援を続けました。
　もし、比企一族がいなければ鎌倉幕府の成立は無かったといっ
ても過言ではありません。
　頼朝旗上げ後、比企氏は一族をあげて頼朝の武士政権「鎌倉幕
府」の成立に貢献します。頼朝も比企の尼の恩に報いるため、比
企家の当主比企能員を上野や信濃の目代にしました。

平家物語絵巻　三条殿焼討ち
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北条氏との争い
　寿永元年（1182 年）頼朝の長男頼家が産まれると能員は頼家
の乳母父になり、比企氏の女性達が乳母になりました。しかし、
次男実朝が産まれると、政子の妹阿波の局など北条氏の女性達が
乳母になったのです。ここに悲劇の種が蒔かれます。
　その後、比企能員の娘　若狭の局は、頼家に嫁ぎ、建久9年（1198
年）に頼家の長男一幡を産みます。しかし、建久10年（1199 年）
1月に頼朝が亡くなり、頼朝の跡目は18 歳の長男頼家が継ぎ二代
将軍となりました。
　これにより比企氏が将軍頼家の外戚として力を付ける事を恐れ
た北条時政は策略を巡らします。ついに建仁 3 年（1203 年）頼
家が病にかかると、同年 9 月2日、比企氏を倒すため北条邸で薬
師如来の法要があると偽り、比企能員を自分の屋敷に招き殺して
しまいました。
　北条氏の軍は比企谷の比企邸も襲い、比企一族は滅亡したので
す。
　北条時政は、頼家の将軍職を解き、修善寺に幽閉、北条氏が乳
母をした実朝を三代将軍にし、後見人として権力を握るのです。
　頼家は、翌年 7 月18日に北条氏により殺されてしまいました。
この時、頼家の側にいた若狭の局は、夫頼家の位牌（遺骨説もあり）
を持ち、武蔵国大谷村に逃げてきたと云われます。
　この争いは比企氏の陰謀（比企の乱）と呼ばれていますが、京
都の公家や僧侶の日記などから、比企氏から権力を奪取するため
の北条氏の陰謀とみても良いようです。
　修善寺より逃げてきた若狭の局は大谷に、村の名と頼家の法号

「寿昌」を用いた大谷山寿昌寺を建立し、頼家の菩提を弔ったと伝
わっています。

鎌倉長興山妙本寺総門

二代将軍源頼家（修禅寺提供）

鎌倉妙本寺比企氏一族の墓

※鎌倉長興山妙本寺
　比企一族の菩提を弔うため能員
の末子能本が、比企氏の館跡に
あった自らの屋敷を日蓮聖人に献
上したのが始まりといわれます。
日蓮聖人は、文応元年（1260 年）
比企能本の父・能員と母に「長興」、

「妙本」の法号をそれぞれ授与し、
この寺を「長興山 妙本寺」と名
付けました。

（日蓮宗本山比企谷妙本寺 HP）
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【所在地】
東松山市大谷 400

【所在地】
東松山市大谷 3453 付近

１ 城
じょう

ヶ
が

谷
や つ

　「埼玉県史」や「埼玉の神社誌」に、城ヶ谷には比企能員の館
があったと記されており、伝承でもそのように伝えています。
　大岡地区の雷電山真南にある奥深い谷が、いわゆる「城ヶ谷」
と呼ばれ、この谷の奥にある沼が城ヶ谷沼です。
　しかし、残念ながら、これまでに館跡は発見されていません。確
かに、この地は鎌倉の比企谷によく似た地形で、中内出と呼ばれ
る最も早くから開かれた地域にあり、谷の北から東に連なる丘陵に
は、多くの住居跡とその祠がありました。
　このあたりは比企の乱後、若狭の局に従って落ちて来たと伝わ
る頼家の側近の子孫が住み、谷の西の丘には鎌倉の八幡宮を祀っ
ていたと伝わっています。

扇
せんこ く さ ん

谷山宗
そう

悟
ご じ

寺
　宗悟寺には、若狭の局が持ち帰ったと伝わる「頼家公の位牌」
や若狭の局が夫頼家を失った苦しみから逃れるために祀った「蛇
苦止観音」、当寺開祖の森川家から寄贈された森川氏の陣羽織な
どが伝えられており、寺の墓地には市指定文化財森川氏の墓地も
整備されています。
　また、境内には地元の有志による比企一族顕彰碑が設置されて
います。
　宗悟寺は、天正18年（1590年） 徳川家康の関東転封に伴い大
谷村や山田村を知行した旗本森川金右衛門氏俊の菩提寺です。森
川氏は、徳川家康の旗本として姉川の合戦や小牧・長久手の戦い
などに参加し活躍しました。
　森川氏は、大谷村や山田村を知行するとしばらく大谷に居住し、
比丘尼山にあった大谷山寿昌寺を現在の扇谷に移し、寺の名を「扇
谷山宗悟寺」と変えました。森川金右衛門氏俊の法号は『桐蔭宗
悟居士』と云います。

城ヶ谷

宗悟寺本堂

頼家公ご位牌と蛇苦止観音

森川氏墓地

比企氏
ゆかりの地

２
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【所在地】
東松山市大谷 264 付近

【所在地】
東松山市大谷 356 付近

３

４

串
くしびきぬま

引沼・大
たいこ く さ ん

谷山寿
じゅし ょ う じ

昌寺
　比丘尼山の北に、串引沼という大沼があります。
　串引沼には、夫頼家を修善寺で殺された若狭の局の悲しい伝説
が伝わっています。
　「夫頼家を殺された若狭の局は、ここ大谷村に逃れ比丘尼山の
草庵に住み、夫頼家の菩提を弔っていました｡
　祖母比企の尼の勧めで、深い悲しみを断つため頼家形見の鎌倉
彫の櫛を沼に投げ込みました。
　その時若狭の局はもちろん、比企の尼の両眼からも涙がとめど
なく流れ落ちていました。時は元久 2 年（1205 年）7 月半ば、丁
度、夫頼家の命日に当たる日であったと云います」
　若狭の局は、現在はゴルフ場の中となりますが、比丘尼山の西、
源泉沼の近くに大谷山寿昌寺を建て、頼家の菩提を弔ったと云わ
れています。寿昌とは頼家の法号です。
　土手に並ぶ桜は、修善寺から寄贈された山桜で、頼家桜と呼ば
れ真っ白い小さな花が咲きますが、ソメイヨシノように華やかでは
なく若狭の局のようにしとやかに咲く山桜です。

串引沼

頼家桜

比
び く に や ま

丘尼山・横
おう

穴
けつ

墓
ぼ

群
ぐん

　比丘尼山は女性が横たわったような美しい山です。
　その昔、比企郡司の比企遠宗の妻であった比企の尼が遠宗の没
後禅尼となって草庵を営んだところと伝えられています。
　『郡村誌』には、この比丘尼山について
　「高一丈周囲八町　村の西にあり　往事源頼家伊豆国修善寺に
於て薨せし時、若狭の局遺骨を奉し此村に来り、遺骨を葬り、庵
を結び居住せしにより、庵を修善寺と呼び山を比丘尼山と呼ぶと
口碑に伝う…」と記しています。
　比企地区には、理由は分かりませんが、鎌倉と同じ呼称の土地
が多くあります。比丘尼山から南は、字こそ違え伊豆の修善寺と
同じに、主膳寺と呼ばれている地域です。その他にも扇谷・梅ケ谷・
菅谷・滑川・腰越･大蔵などがあります。
　比丘尼山の南面には、横穴墓が造られており、市指定史跡となっ
ています。40〜50 基余りの横穴墓が分布していると思われ、う
ち 3 基が開口しています。三千塚古墳群の1つで吉見百穴と同様
の 7 世紀頃に造られたものであると思われます。

比丘尼山

横穴墓

比企氏
ゆかりの地
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【所在地】
東松山市大谷 553 付近

梅
う め が や つ

ケ谷・須
す か や つ

加谷
　秋葉神社の西側を ｢梅ケ谷｣ 、東側を ｢須加谷｣ と呼ばれていま
す。
　当神社は、火伏の神様として信仰を受けている神社です。江戸
時代の領主森川氏は、この神社を江戸の本郷の屋敷に分祀し、守
り神としていました。
　当神社西側の梅ケ谷は、若狭の局が年老いて隠棲した所と伝え
られています。昔から梅の古木の多い美しい花園であったと云われ
ます。
　当神社東側の菅

す が や つ

谷には、比企西国三十三札所菅谷観音堂があ
りました。
　この観音堂には蛇

じ ゃ く し か ん の ん

苦止観音が祀られていました。若狭の局は、
頼家を殺され悲嘆にくれ、それはあたかも体を蛇に巻き付かれたよ
うな苦しみ方でありました。そこで、この蛇による苦しみを鎮める
ため蛇苦止観音をつくり、ここ菅谷にお堂を建ててお祀りしました。
　菅谷観音堂は、今はありません。蛇苦止観音は、今は宗悟寺
に祀られています。また、この地は現在、須

す か や つ

加谷と呼ばれており、
観音堂跡は竹林になっています。

梅ケ谷

秋葉神社

【修善寺頼家まつりと若狭の局】
　静岡県伊豆市にある修善寺では、毎年7月に頼家まつりを開催
しています。
　この祭りは修善寺に幽閉され殺された二代将軍源頼家の菩提と
頼家の部下13人の菩提を弔って、頼家の命日7月18日に近い海
の日に開催されています。
　祭りでは、頼家や若狭の局に扮した武者行列が、修善寺の町を
練り歩き、頼家公のお墓と頼家の家臣十三士のお墓の前で墓前祭
が行われます。
　この頼家まつりは、当東松山市観光協会も伊豆市観光協会に協
力しており、東松山市観光大使のピオニメイツが若狭の局に扮し
て参加しています。

修禅寺境内での記念写真

頼家公のお墓にお参り　十三士の供養山門の前で東松山市の紹介 頼家公 ･ 一幡 ･ 若狭の局　　  　　

比企氏
ゆかりの地５

須加谷
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【所在地】
東松山市岩殿 1229

岩
いわ ど の

殿観
かんのん

音・巌
いわど の さ ん

殿山正
しょ う ぼ う じ

法寺
　岩殿観音の呼び名で親しまれる観音様。阪東三十三観音霊場
第十番札所。

【創　建】 逸
い っ か い

海上人　養老 2 年（718年）
【中　興】 鎌倉時代に比企能員が中興し、観音堂建設や北条政 
 子の守り仏千手観音を安置しました。
 ※永禄年間（16世紀中頃）松山城合戦の兵火で全山焼失　

【再　建】 栄俊　天正 2 年（1574 年）
 ※その後幾多の火災に遭い、現在の観音堂は明治時代に 
 　移築した建物です。

【ご本尊】正法寺･･･阿弥陀如来立像（鎌倉時代の作）
 岩殿観音堂･･･千手千眼観自在菩薩
 ※現在の本尊は室町時代の作と云われています。

【仁王門】 額「巌殿山」　加賀大乗寺四十三世貫主愚禅和尚の書で 
 す。仁王像は運慶作でしたが、江戸時代に焼失し文化年間 
 （19世紀初め）に再建されたものです。

【上田朝直制札】天正 2 年（1574 年）3月に戦国時代の松山城主 
 上田宗調朝直が発した制札。巌殿山一体の木や草を刈 
 り取ることを禁じたものです。

【銅　鐘】 元享 2 年（1322 年）鋳造、外面に無数の傷が付いて 
 おり、天正 18 年（1590 年）に豊臣秀吉よる関東征伐 
 の際に、兵を鼓舞するために山中を引き回した傷だと云 
 われています。

【鐘　楼】 元禄 15 年（1702 年）建造、東松山最古の木造建築。
【大銀杏】 樹齢 700 年と云われる大銀杏です。
【判官塚・判官神社】判官塚は比企能員の追福のために、築きしも 
 のと伝わっています。

岩殿観音

仁王像

額「巌殿山」

鐘楼

判官神社

【岩殿観音に伝わる伝説クツワムシ】
　「ある秋の夜、ここ巌殿山正法庵に、尼僧姿の女性が供の者と
訪ねてきた。これは比企の乱により鎌倉から落ちてきた比企能員
の妻であった。庵主は恩人であるこの尼僧を守るために、小さな
庵を貸してかくまった。
　しかし、この庵の周りには、季節柄たくさんのクツワムシがいた。
そこで、庵主は寺男に命じて、巌殿山のクツワムシを残らず根絶
やしにしてしまった。理由は、クツワムシは敏感な虫で、人の気配
を感じて鳴き出すからである。虫が鳴いては庵に人がいることが知
れてしまうと考えて行ったことであった。この配慮によって能員の
妻は無事に男児を出産した」

比企氏
ゆかりの地６
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【所在地】
吉見町御所 374

【所在地】
川島町中山 1198

比企氏伝承の地
―― 比企地域 ――

清
せいげつざん

月山金
こ ん ご う じ

剛寺（川島町）
「比企氏系図」が伝わる寺。比企一族の菩提寺。
【中　興】 創建は不明　比企左馬助則員が中興
【ご本尊】 阿弥陀如来。阿弥陀如来像は鎌倉時代の作。
 膝裏墨書銘には、願主比企左馬助藤宗則とあります。

【位牌堂】 境内に比企氏の位牌堂である大日堂があります。天井に 
 は狩野派の画風と伝えられる龍が描かれています。大日 
 堂と山門は、令和 3 年（2021年）に国の登録有形文化財 
 に登録されています。

比企氏伝承　金剛寺には、比企氏四代の墓があります。十五代
比企則員、十六代比企義久、十七代比企重久、十八代比企久員
を含む歴代の墓があり、墓地の周囲には掘割が残り、比企氏の館
跡と思われる姿をとどめています。
松山城攻防戦　天正 18 年（1590 年）の豊臣秀吉の小田原攻め
の時、松山城は前田利家の軍に包囲されますが、北西の守りに比
企左馬介則員がついています。

金剛寺本堂

吉見観音本堂

比企氏四代の墓

三重塔

大日堂 - 比企氏位牌堂

息障院

岩
いわど の さ ん

殿山安
あ ん ら く じ

楽寺（吉見町）
　吉見観音と呼ばれ親しまれている阪東三十三観音霊場第十一番
札所。

【創　建】  今から約 1300 年前に行基上人が観音を掘り、岩屋に納
めたのが始まりです｡

【ご本尊】 聖観世音菩薩
【県指定文化財】 本堂・三重塔・仁王門 

比企氏伝承　源義朝の六男源範頼は、蒲の御厨（浜松市）で生活
していました。しかし、平治元年（1159 年）の平治の乱で源氏が
負けたために、心配した比企の尼は、頼朝の弟範頼を吉見の岩殿
山安楽寺に稚児僧としてかくまい、命を助けたと云われます。
　鎌倉幕府成立後、範頼は吉見を領地とし、吉見の息障院の場所
に居住したと云います。息障院の周囲には堀の跡も残り、この辺は、
御所と呼ばれる場所です。

７

８

比企氏
ゆかりの地
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【所在地】
小川町大塚 351

【所在地】
滑川町和泉地内

三
みかどやかたあと

門館跡（滑川町）
　三門館跡は和泉にある泉

せ ん ぷ く じ

福寺より東に約 200mの位置にありま
す。この館跡は発掘調査などが行われていないため詳細はわかり
ませんが、源頼朝の父である義朝などに仕えた比企遠宗の館では
ないかとする説があります。また、吾妻鏡にある記述から毛呂氏の
所領とする説もありあます。
　比企遠宗の妻　比企の尼は、頼朝が伊豆に配流されてから平家
打倒のために挙兵するまでの約20年間にわたり支援したと云われ
ます。遠宗の館とする上記の説によれば、この三門館から米など
が送られていたのではないかと考えられます。
　館跡は、北西と南東に 2 つの丘陵があり、その間の四方約
200m の範囲が館の敷地であったとされています。北西・南東の
丘陵上、北東の谷部の 3 方を空堀と土塁で囲っていたとされ、現
在はその一部の空堀と土塁が残っています。

二宮山展望塔から見た館跡

今も残る館の空堀

仙
せ ん が く り っ し

覚律師の碑（小川町）
　仙覚は、比企一族が北条氏の陰謀で滅亡した建仁 3 年（1203）
年、「東路の道のはて」今の茨城県で生まれたことが、仙覚の記し
た「仙覚律師奏覧状」などからわかります。仙覚は、能員の内室
の子とする伝承があるほど比企一族とは深い関わりのある人物とさ
れています。
　7 歳で寺入りし、13 歳から万葉歌の研究を始め、鎌倉四代将軍
頼経の命を受け、44 歳から比企一族ゆかりの地、比企谷の新釈
迦堂で万葉歌の研究に打ち込みました。
　仙覚律師となり、天台密教の僧として研鑽を重ねてきた悉

し っ た ん

曇文
字や万葉仮名を駆使し、64歳で全く読めなかった152 首を含め、
4,500 首以上の歌を全て読み『万葉集』を完成させました。
　その後、研究地が小川に移ります。難解な『万葉集』を後世に
託すには、解説書が重要であるとして編さんにとりかかり、67歳
で日本初の『万葉集註釈』を小川町で完成させました。
　この業績を称える仙覚律師顕彰碑が中世の城跡「中城」に建立
されたのは、佐佐木信網により仙覚の功績が広く認められた昭和
3 年（1928 年）で、4mを超える碑の撰文と仙覚賛歌も信綱が寄
せています。

仙覚律師顕彰碑

比企氏
ゆかりの地９

10
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【所在地】
ときがわ町西平 386

都
と き さ ん

幾山慈
じ こ う じ

光寺（ときがわ町）
　阪東三十三観音霊場第九番札所　　

【創　建】 寺伝によると白鳳 2 年（673 年）僧慈訓が千手観音堂 
 を建立し観音道場とし、その後、役小角が来山し西蔵坊 
 を建立し修験の道場とした事に始まるとされています。

【ご本尊】 十一面千手千眼観世音菩薩像
【文化財】 ［国　 宝］法華経一品経・阿弥陀経・般若心経 33 巻
 ［国重文］紙本墨書大般若経、銅鐘、金銅密教法具、 
  　　　　　開山塔
 ［県指定］ 木造千手観音立像、木造宝冠阿弥陀如来 

坐像、木造聖僧文殊坐像、経箱、青石塔婆、 
蔵骨器

比企氏伝承　慈光寺は、比企氏の頭領である源頼朝に深く尊信さ
れた寺でした。頼朝は、文治 5 年（1189 年）奥州征伐の勝利を慈
光寺に祈願し、日頃信心している愛染明王像を贈り、別当厳耀並び
に衆徒らに勝利を祈祷させるよう命じています。
　吾妻鏡によると、頼朝が治承 3 年（1179 年）3 月2日、安達
盛長を御使として、御署名入りの洪鐘を鋳造して伊豆国より寄進
したと記されています。

観音堂

国宝　法華経一品経
（日本三大装飾経の一つ）

寛元 3 年（1245年）の銅鐘 
（鎌倉の大仏や建長寺の銅鐘 
を鋳造した物部重光の作）

【比企氏紹介コーナー】東松山市大岡市民活動センター
　本書で紹介する「比企氏ゆかりの地」各史跡について、現在、パネル展示をしています。
　また、各種観光パンフレット等を設置しています。
　東松山市大岡地区の「比企氏ゆかりの地」めぐりの出発点となります。お気軽にお立ち寄りく
ださい。

【所在地】東松山市大谷 3400-10
【 問合せ】0493-39-0602大岡市民活動センター

比企氏紹介コーナー

比企氏
ゆかりの地11
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農林公園・丘の上のカフェ

Heuvel（フーヴェル）

東松山市のお土産

　桜やヒマワリ、コスモス等の季節ごとの花が
楽しめ、12 〜 5 月のいちご摘取りの他、野菜の
収穫体験等が出来ます。
　丘の上のカフェH

フ ー ヴ ェ ル

euvelで東松山市の農産物を
使った美味しい軽食やスイーツをどうぞ !

「農・食・遊の体験施設」
東松山市農林公園（休園日: 月曜日） 

【所在地】東松山市大谷 4212-1　
Tel 0493-39-0150

【所在地】東松山市下青鳥 714-1　
Tel 0493-24-3157

東松山市観光案内所

農産物直売所「いなほてらす」

　東松山産コシヒカリを100% 使用の純米吟醸
酒「比企の春」の他、東松山市のお土産や商品
を取り揃えています。

（9：30 〜 15：30　定休日: 水曜日）

　JA 埼玉中央の東松山直売所
地元東松山の農産物やお土産も揃えています。
地元野菜や名物グルメが楽しめるフードコートも
併設しています。 

（定休日：第 2 木曜日） 

【所在地】東松山市箭弓町1-12-11 東松山市ステーショ
ンビル 2 階　Tel 0493-22-8765

少し足をのばして
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